





鹿児島県までに産し, 河川の下流, 河口域に棲息する１)｡ 夜
間に活動して小動物を食べる２)｡ 本種は神奈川県, 徳島, 高




カワアナゴ (ハゼ亜目魚類) の採卵, 仔魚飼育と発生
道津 喜衛＊, 宮木 廉夫＊, 松尾 敏生＊,
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から孵化した仔魚 (孵化仔魚) の飼育実験を行って来た｡ 実
験は長崎大学水産学部と同学部付属水産実験所で鹿児島, 熊



































































































































































) になり, ＳはＡ水槽, Ｂ水槽
	｡ 両水槽で仔魚の大量斃死が起きている｡ 日令には





























































































目黒勝介氏 (宮内庁侍従職) よりの私信によると｡ 本種の
水槽飼育魚はホルモン処理なしでよく産卵し (自然産卵),







































翌年 年３月日 (日令 ) には尾の未成魚が生き残り,
" ～"#$, %"～+$, ｇ～"!,-に成長した｡
個体間の成長の差が著しい｡ 同年６月 %日 (日令%%) には
尾が残り, !～"%#$, !～+$,  ,-に成長
した｡ ８月  日 (日令%%) に残った９尾は!～"#$, !
～%+$, " ～! ｡ ９月%日 (日令%) の生き残りは
雄８尾 (%～#$, * ～"+$, ～! ,-),






採卵実験の中で 年８月  日に得た受精卵の胚発生と孵
化仔魚について光学顕微鏡観察を行い, 併せて約 時間にわ
たる全発生経過を遊尺顕微鏡 (５倍) にカラ－Л装置)).－




り始める (0１, Ａ)｡ 産卵後約%分後には卵は, 卵膜の
外層がめくれて生じたセラチン状の付着房があり, 卵門が開
道津, 宮木, 松尾, 小野, 高濱：カワアナゴの採卵・仔魚飼育・発生"
いている卵基部が細く, その対極の先端部が丸い西洋梨形に
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個が見られるが, 発生が進むに従って次第に大きくなって数
が減り, 孵化前には直径約μｍの１個のみになる｡ 受精後
２時間分を経て胞胚期になり (１, Ｆ), ４時間分
後にはＣ型胚体が形成される (１, Ｇ	２)｡ ６時
間分後には６体節期になり, 
氏胞が見られる
(１, )｡ ７時間分後には胚体は伸びて曲がり, その
尾部は遊離する｡ 眼杯が現れる (１, Ｉ) ｡ ９時間分
後には胚体の尾部は頭部と重なり, 尾部が動き始める｡ 眼杯
に眼球が現れる (１, Ｊ)｡ 時間分頃 (１, Ｋ)







表)｡ 孵化時間約時間分 (水温℃) は魚卵の中では最
短級である,)｡




から孵化するハゼ類仔魚 (例えば, ボウズハゼ), タナゴモド
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日令２の前期仔魚 (３, Ａ；４, Ａ) は全長
	になり



















の仔魚 (３, Ｃ；４, Ｃ) では体の背腹両縁に樹枝
状をした黒色素胞が連続して並ぶ｡ 日令, 	の脊











魚 (３, Ｅ；４, Ｅ) では尾鰭に鰭条原基が生じ,
第二背鰭に５鰭条が見られる｡ 尾鰭基底部に黒色素胞が目立
つ｡ 日令
	の脊索上屈後の仔魚 (３, Ｆ) で
は臀鰭と第二背鰭にそれぞれ９鰭条が生じる｡ 背縁の黒色素
胞は消える｡ 日令
	の仔魚 (３, Ｇ) では
腹鰭, 胸鰭, 第一背鰭の形成が進む｡ 日令
	の




日令, 	では稚魚 (３, ；























４, Ｊ) では体は淡黒褐色を帯びて不透明になる｡ 日令

長崎大学水産学部研究報告 第号 () 
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１) 明仁・坂本勝一・池田祐二・岩田久明, , ハゼ亜目.
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, 東海大学出版会, 東京	
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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